
地熱×八幡平市
地域資源と地熱発電について考える

地熱シンポジウム in 八幡平 2017 を開催

松川地熱発電所を訪れ、職員から説明
を聞く平舘高校地熱探検隊

　
地
域
づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
で

し
ょ
う
か
。

　
地
域
づ
く
り
を
や
り
ま
し
ょ
う
と
表
面

的
に
地
域
を
変
え
て
も
、い
ず
れ
元
に
戻
っ

て
し
ま
う
気
が
し
ま
す
。
地
域
と
は
そ
こ

に
住
む
人
の
人
生
の
積
み
重
ね
で
あ
り
、

人
生
と
は
日
々
の
積
み
重
ね
で
す
。
人
の

意
識
が
変
わ
る
と
、
行
動
、
生
活
、
人
生

が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
が

た
く
さ
ん
集
ま
る
と
地
域
が
変
わ
り
ま
す
。

　
も
し
地
域
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
ま
ず
は
日
々
の
生
活
や
人
生
を
中

心
に
捉
え
、
自
分
自
身
が
楽
し
ん
で
生
活

で
き
る
か
、
そ
の
次
に
地
域
資
源
を
見
渡

し
て
、
生
か
せ
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い

う
発
想
で
考
え
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

パネルディスカッションで意見を交わす参加者

　
10
月
１5
日
、
地
熱
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
八

幡
平
２
０
１
７
は
岩
手
山
焼
走
り
国
際
交

流
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
の「
地
熱
発
電
の
日
」記
念
事

業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
は
、
地
熱
開
発
関
係
者
や
市
民
ら
約
８０

人
が
参
加
。
全
国
各
地
で
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
山
崎
亮り
ょ
う
氏
、
低
温
蒸
気
を
使
っ

た
調
理
研
究
に
取
り
組
む
ス
チ
ー
ミ
ン
グ

調
理
技
術
研
究
会
の
平
山
一い
っ
せ
い政
氏
が
基

調
講
演
し
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
山

崎
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
、
平

山
氏
、
田
村
正
彦
市
長
、
沸
騰
地
熱
塾
塾

生
の
古
屋
亮
輔
さ
ん
、
山
下
直
基
さ
ん
、

　
50
℃
洗
い・
70
℃
蒸
し
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ
番

組
で
も
紹
介
さ
れ
て
ブ
ー
ム
に
な
り
ま

し
た
が
、
50
℃
洗
い
や
70
℃
の
蒸
気
で

蒸
す
こ
と
で
、
野
菜
が
元
気
に
な
り
、

味
も
良
く
な
り
、
腐
敗
菌
が
減
少
し
て

日
持
ち
す
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
効
果
が
表
れ
ま
す
。

　

50
℃
の
お
湯
を
畑
に
ま
く
こ
と
で
も

効
果
が
み
ら
れ
ま
す
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

で
は
、
根
の
張
り
が
強
く
な
り
、
農
薬

の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

50
℃
洗
い
・
70
℃
蒸
し
に
、
地
熱
資

源
を
う
ま
く
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
人
々
の
生
活
が
変
わ
り
ま
す
。

設
を
巡
る
ツ
ア
ー
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

探
検
隊
は
、
地
熱
を
利
用
し
て

マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
や
馬
ふ
ん
堆
肥
を

製
造
し
て
い
る
ジ
オ
フ
ァ
ー
ム
八
幡

平
、
松
川
地
熱
発
電
所
、
地
熱
蒸
気

を
利
用
し
て
染
色
し
て
い
る
㈱
地
熱

染
色
研
究
所
の
工
房
や
展
示
室
を
見

学
し
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は「
市
職
員
が
地
熱
染

の
服
や
装
飾
品
を
身
に
付
け
て
Ｐ
Ｒ

す
る
」「
地
熱
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
制
作
」な
ど
の
提
案
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
下
諒
さ
ん
が
登
壇
。
平
舘
高
校
の
地
熱

探
検
隊
に
よ
る
Ｖ
Ｔ
Ｒ
発
表
や
塾
生
が
、

地
熱
活
用
に
よ
る「
熱
水
ハ
ウ
ス
」で
の
農

産
物
や
加
工
品
作
り
、
地
熱
関
連
施
設
な

ど
を
巡
る
２
泊
３
日
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

な
ど
の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ

て
、
こ
れ
か
ら
の
地
熱
資
源
の
利
活
用
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

さまざまな質問に応じる地熱開発事業者 展示された八幡平地熱蒸気染色の作品

暮
ら
す
人
々
の
生
活
か
ら

地
域
資
源
利
用
を
考
え
る

温
泉
熱
利
用
で
調
理
法
や

健
康
法
・
農
業
が
変
わ
る

平舘高校の生徒たちが
地熱探検隊として見学

スチーミング調理技術研究会代表

　平山　一
いっせい

政　氏
蒸気技術専門家。蒸気などを利用した食品
の調理や加工を研究している。

　
８
月
21
日
、
平
舘
高
校
普
通
科
進

学
コ
ー
ス
の
２
、３
年
生
25
人
は「
地

熱
探
検
隊
」を
結
成
し
て
、
地
熱
施

studio-L 代表

　山崎　亮
りょう

　氏
東北芸術工科大学教授。地域住民課題
解決のコミュニティデザインに携わる。

スマートファームプロジェクト
熱水ハウス生産のバジル初出荷

　上寄木熱水ハウスを活用し「スマートファーム
プロジェクト」で育てたバジルの初出荷式は10月
24日、市役所で行われました。
　初出荷式では、再生可能エネルギーや園芸事
業などを手掛けるグリーンリバーホールディ
ングス（福岡市）の長瀬勝義社長、ＩｏＴ利用の
コンサルタント会社Ｍ

モ ビ マ ス
ＯＶＩＭＡＳ（東京都）の

兒
こ だ ま

玉則
のりひろ

浩社長、田村正彦市長ら関係者が出席。
バジルをパック詰めにし、出荷しました。
　同プロジェクト
は、ＩｏＴ（さま
ざまな機器をイン
ターネットでつな
ぐ技術）と縦型水
耕栽培管理システ
ムでハーブや葉物
野菜を生産する最
新手法の事業です。

岡田副市長（左）に栽培管理システ
ムを説明する長瀬社長（右）
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